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日英語の共通点と相違点

　　　－　共感覚の観点から　－

出原健一

1．序 論

　近年，英語教育においてプラクティカルな側面が重視されてきている。従来の文法重視の

教授法から，意志伝達を第一目標とするコミュニカティプアプローチといった教授法に移行

しつつある。現に，高等学校では，「オーラルコミュニケーシ・ン」という科目を設け始め

ている。実際のところ，この科目も，時間的制約などから，必ずしもうまく機能していると

は言えないという問題点はあるものの，外国語運用能力を重視する考え方は，異文化間コミ

ュニケーションの観点からも，基本的には妥当と言えるだろう。しかし，単純に会話能力だ

けでは異文化を理解することはできないことも，また重要な点である。母語からの干渉が起

こってしまう外国語習得では，教育するにおいて母語と外国語における共通点と相違点を明

確にすることも不可欠である。どこが同じで，どこが異なるのか。そしてまた，なぜそうな

のか。このようなことを考えさせることも異文化を理解する有力な方法であろう。

　さらにこの種の議論でも，言語間の差異に注目が置かれる傾向が一般的に強いが，本論で

は，むしろ共通部分の多い「共感覚（synaethesia）」に焦点を絞って考察する。

2．共　感　覚

　共感覚とは本来は感覚心理学の用語で，「あるモダリティから他のモダリティへ感覚属性

が転移する感覚現象である（たとえば，色聴）。」（楠見1995：125）この場合，モダリティ間

において感覚次元が等価性を持っているとされている。このような心理学的基盤を持ち，言

語表現として現れたものが，言語学で言う「共感覚」である。つまり，“the　trallsfer　of　a

lexelne　from　one　sellsory　to　allother：ゴz〃60♂oz3，∂γ〃ゴαフ¢’soπηゴs，訪α7ψ孟αsオ6s，　so％7η捌∫ゴ6

etc．”（Williams　1976：463）といったものである。さらに，たとえる側の感覚を「共感覚」，

たとえられる側の感覚を「原感覚」という。しかし興味深いことに，このような転移が必ず

しもうまく行くわけではない。“＊loud　heights，＊bright　tastes，＊sweet　blades”（ibid．：463）

といった表現は一般的には不可能である。このような共感覚表現が言語に普遍的なものであ

るかどうかは今後の研究を待たなくてはならないが，少なくとも日本語と英語の比較として

考えると，ほとんど一致している。以下，それを各感覚ごとに詳しく見ていくことにする。

ただし，本論では，教育的な側面を考慮し，ある特定の分野にのみ使用される表現や詩的表

現と見なされるものは省き，言語内に定着したと考えられる共感覚表現のみ取り扱うことに

する。
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2．1触　覚

共感覚において，触覚は基本的にすべての感覚と組み合わせることができる。

（1）

触覚→味覚

→嗅覚

→聴覚

→視覚

　　　英　　　語

sharp　taste，　smooth　wine

hot　taste

pullgellt　aroπ1a

sharp　soul／d，　soft　sound

warm　color，　cold　color

　　　日　本　語

あたたかみのある味

なめらかな味

さすような臭い

鋭い音，鈍い音

あたたかい色，冷たい色

　もちろん，語彙的に完全に一対一の対応があるわけではないが，それは語の意味のEl英の

差であって，比喩の基本的な方向性は一致している。

　個別的に見てみよう。まず味覚においては他にも，「とろっとした味」“mild　curry”とあ

るが，これは小森（1993）が指摘しているように，「口にいれたときの舌ざわり（触覚）が，

味覚の表現に移しかえられている」（60）と考えるべきだろう。つまり，厳密にいえば，こ

のケースは隠喩（1netaphor）ではなく換1楡（meto町my）ということである。あとで分か

るように味覚は触覚以外の共感覚表現と組み合わせることができないことからも，単に偶然

からできた隠喩と考えるより，換喩と考える方が妥当であろう。

　嗅覚に関しては触覚に関する共感覚表現は不可能ではないが数はそれほど多くなく，むし

ろ味覚からの共感覚表現が目立つ。これも「人問の身体の構造上，鼻と口はつながっていて

物理的にたいへん近い位置にある」（ibid．：59）ことから，触覚→味覚のケースと同じよう

に換喩表現と見なせるだろう。

　聴覚では，聴覚固有の形容詞が少ないためか，共感覚表現が多い。触覚の共感覚でも他に

「暖かい音」（“warm　soulld”）「なめらかな音」（“smooth　sound”）といったように比較的

生産性が高い。固有の形容詞が少ないのは嗅覚についても同様であるが，この場合は「にお

いの発生源に依拠した比喩的な形容語が多いためである（例：生ぐさい，魚くさい，焦げ臭

い）」（楠見1995：／33）と考えられる。

　それに対し，視覚は固有の形容語が多いものの，共感覚表現も多い。それだけ視覚は五感

の中で最も重要な位置を占めていると考えられ，原感覚のほうで多くの感覚の共感覚と結び

つくことができる。つまりそれだけ我々は視覚世界を範疇化しているのである。このことに

おいても日英ともに同じであり，生産性も高い。

　以上のように，日本語，英語ともに，触覚の共感覚は，生産性の度合いの違いこそあれ，

すべての感覚と結合可能であり，度合いの違いでさえも共通性が見られる。

2，2味　暦

日英語とも，味覚は触覚以外，共感覚になることができる。

（2）　　　　　　　　　英　　　語

　　味覚→触覚　＊sweet　SenSe，＊Sour　sellse

　　　日　本　語

＊甘い感覚，＊すっぱい感覚



嗅覚

着
意
聴
視

日英語の共通点と相違点

sweet　Slnell，　saVory　smelI

sweet　voice，　sugary　VoiCe

mellow　color

甘い香り

おいしそうな臭い

甘い声

味わい深い色
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　まず始めに，触覚は味覚のみならず，他の感覚の共感覚表現と組み合わせることはできな

い。その意味で触覚は原感覚として用いられることはない。共感覚としては上で見たように

すべての感覚と組み合わせることができるにもかかわらずである。この説明としては一般的

に次のようになされている。

　　　　五感の発達過程においては，一般に触覚がもっとも低次の原初的な感覚であり，視

　　　覚，聴覚は，相対的に見て後期により高次の感覚として発達したものと考えられるが，

　　　（中略）一般に五感の発生順序として，より原初的な感覚が，文字通りの感覚表現と

　　　して，高次の新たに発生した感覚の比喩的な形容として機能することが予測される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山梨1988：60）

　よって，原初的な感覚である触覚は他の感覚によって修飾されることはなく，反対に高次

の感覚である視覚，聴覚は他の感覚を修飾できないのである。

　嗅覚においては，その数は多い。他の例では，「あまずっぱい臭い」“delicious　smell”と

あるように生産i生も高い。これは前に見たように身体的な近接陸からくる換喩と考えられる。

　嗅覚と同じように聴覚に関してもよく使われるが，このケースでは“sweet”「甘い」が圧

倒的のようである。ただ，聴覚は味覚，嗅覚と違い高次の感覚なので一概には言えないが，

これももしかするとロー二一耳が身体的につながっていることからくる換喩表現であるかも

しれない。また，「この曲はスパイスがきいている。」のような表現も共感覚表現の一種と言

えるだろう。

　視覚では，日英語ともに生産性が低いが，程度でいえぽ，日本語の方が高いようである。

英語では“mellow”ぐらいしか見あたらないが，日本語では，小森（1993）によれぽ，「自然

で一般的」と述べ，「濃く味わい深い色」「こってりした味のある配色」といった例を挙げて

いる。確かにこれらは自然な表現と言えるが，言語への定着度という観点から考えると，そ

の度合いは低いと言える。

2．3嗅　覚

嗅覚の共感覚は以下のように余り用いられないようである。

（3）

嗅覚→触覚

　　　味覚

　　　聴覚

　　　視覚

　　　英　　　語

＊foul　sense，＊arolnatic　sense

foul　taste

＊arolllatic　sotmd

＊fragrallt　color

　　　日　本　語

＊くさい肌触り

香ばしい味

＊香ばしい音

＊くさい色

触覚が原感覚として用いられないのは上で述べた通りである。

味覚に関しては，言語学の文献（山梨1988，小森1993）では，不可能とされているが，心
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理学の実験（楠見1995）によると，「味覚と嗅覚に関する形容語と名詞は相互に修飾可能で

ある（例：甘いにおい，香ばしい味）」（138）といった結果が出ていて，かつ，容認度も高

い。実際，上の例はよく使われる表現である。これは嗅覚→味覚，味覚→嗅覚が身体的近接

性からくる換喩表現であることを裏付けるであろう。

　聴覚，視覚に関してはほとんど不可能と言ってよい。山梨（1988）では一応この例が挙げ

られている（「かぐわしい色調」，「かぐおしい音調」）が，そこで述べられているようにあま

り一般的とはいえない。嗅覚は低次の感覚であるのに対し，聴覚，視覚は高次の感覚である

ので，普通であれぽ可能であるはずであるのに，どうしてできないのであろうかPこれは

我々人間がどの感覚を使って範躊化（categorizatiolDを行うかということに依存している

と考えられる。通常我々は，嗅覚を用いて現実世界を範躊化することは少ない。少なくとも，

視覚，聴覚による範疇化に比べれば，ほとんξしないといっても過言ではない。よって余り

使用しない感覚によって，非常によく用いる感覚を修飾するというのはあまりに不自然であ

る。それで，嗅覚→聴覚，視覚といった共感覚表現は用いにくいのである。そのため，嗅覚

が重視されるような言語社会（speech　commullity）では（例えば，聞香の世界），においを

「聞く」という表現があるわけである。

2，4聴覚

聴覚は高次感覚のため，共感覚にはほとんどなれない。そのためかどうか，日英語の間に

は多少の差が見られる。

（4）　　　　　　　　　英　　　語

　　耳恵覚→毒虫覚　　　　＊quiet　sellse，　loud　sense

覚
覚
覚

味
嗅
視

PlOud　taste

Ploud　Slnell

Ioud　color，110isy　color

quiet　color

　　　日　本　語

＊静かな角虫感

＊うるさい肌触り

Pうるさい味

＊うるさいにおい

Pうるさい色

　低次感覚においては，触覚には日英語とも不可能のようであるが，味覚，嗅覚では，差が

あるようである。英語では，“loud”は味覚，嗅覚に対して，少なくとも米語では全く不可能

ではないようである。それに対して日本語（「うるさい」）では，嗅覚に関しては不可能であ

るが，味覚に関しては，三下（lul／ction）の関係で用いると少し奇妙に聞こえるが，述定

（11exus）の関係では比較的自然に用いることができる（例：「醤油の味がうるさい」）。し

かし日英語ともに生産性は低い。ただ，低次感覚であるのに全く不可能というわけでないの

は，今まで出てきているように，身体的につながっていることからくる換喩の認知プロセス

が働いているということも考えられる。

　視覚に対しても，日英語の差が現れている。英語では生産性は比較的高く，自然な表現で

あるが，日本語では定着している表現とは言えない。日本語では，「けばけばしい色」の方

が自然である。
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2．5視覚

視覚も，聴覚と同じ理由で，ほとんど共感覚として用いられない。

（5）

視覚→触覚

　　　味覚

　　　嗅覚

　　　聴覚

　　　英　　　語

＊bright　sense

＊bright　taste

＊bright　slnell

thick　voice，　thill　voice

　　　日　本　語

＊明るい触感

串明るい味

＊明るいにおい

明るい声，暗い声

黄色い声

視覚の場合，聴覚と異なり，日英語ともに低次感覚に対して共感覚になることができない。

もちろん視覚が高次感覚であるからということもあるが，目は他の感覚とは身体的に独立し

ていることも影響しているのであろう。つまり換喩的表現としても成り立たないのである。

　そして視覚は聴覚に対してのみ共感覚となることができる。ただ，日本語の「黄色い声」

といった色→声の構造は英語にはない。しかし，日本語でもこれは生産的でないので，例外

と考えるべきであろう。

2，6　まとめ

　以上のまとめとして，従来の共感覚の研究でよくでてくる，修飾，被修飾の相互関係図を

見てみよう。

（6）

視覚
　　　　　　　　　　　　・一一一一一一一一〉

触覚一一→・味覚一一→・嗅覚

　一＿＿一ゴがL＿一．Ψ
聴覚

（山梨1988：60）

　英語における研究もほとんど同じで，例えばWilliams（1976）では，触覚→嗅覚，嗅覚

→視覚，嗅覚→聴覚が抜けているだけである。（他に“dimel／sion”とし・う項目を，五感の他

に入れて考察しているが，ここでは考慮に入れない。）ただし，両者ともこの修飾関係は基

本的なものであり，他の共感覚表現を完全に排除するものではないとしていることから，根

本的なところでは日英語とも同じ認知プロセスが働いていると考えてよいだろう。ただ，嗅

覚→味覚の修飾関係は図に加えるべきである。

3．比喩と英語教育

　従来，比喩というものはレトリック表現，言葉のあやとして，言語学においてそれほど重

要なものと考えられていなかったが，近年の言語学の研究では，人間の認知プロセスや語の

意味構造などを考える上でとりわけ重要視されている。言語習得という観点においても，幼
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児が比喩的表現を用いていることが実験によって示されていたり（Hudsoll　and　Nelso11

1984），比喩的な類推を利用して問題解決行動をすることがでぎる（Holyoak，　Julm　alld

Billma111984）ことから，その重要i生は大である。もちろん，第一言語習得と外国語習得を

全くパラレルに考えるわけにはいかないが，文化の違いを理解する上でも，比喩表現は大い

に役立つ。

　その際注意しなくてはならないのは，普遍性と個別性という概念である。一般的に英語教

育では日英語間の差異にのみ注意が向けられがちである。次の現象はその一事例と言える。

（7）　a）　Istruck　Bill　oll　the　l｝ead，

　　b）　Istruck　Bi11’s　head． （池上199170）

　池上によれば，この二つの文に関して，「どちらもく私がどルの頭をなぐった〉という出

来事を述べている表現であるが，わが国の英語教育では（多分日本語の同じ場合の表現の形

式と平行しないという理由から）a）の方を強調して教える傾向がある。そのためか，b）の

ような言い方は間違っていて，してはならない表現であると思い込んでいる生徒もある位で

ある」（ibid．：70）とのことである。もちろん，「違い」を理解することは異文化間コミュニ

ケーシ・ソにおいて重要なことである。しかしそれと同時に，共通している点も把握してお

くべきである。比喩は文化の「個別的」な特徴がよく現れやすい一方，「普遍的」な特徴を

見つける指針にもなる。その例として今回は共感覚を取り上げた。
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